


平
成
１６
年
度
当
初
予
算
が
市
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
当
初
予
算
は
、
国
の
平
成
１６
年
度
地
方
財
政
計
画
を
受
け
て
、
歳
入

歳
出
全
般
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
税
と
共
に
市
の
収
入
に
占
め
る
割
合

の
大
き
い
「
地
方
交
付
税
」
は
、
平
成
１１
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、
平

成
１５
年
度
以
降
は
事
業
費
補
正
な
ど
の
見
直
し
に
よ
り
、
さ
ら
に
大
き
な
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
態
は
こ
こ
数
年
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
財
政
運
営
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
市
で
は
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
組
織
機
構
の
見
直
し
や
定
員

の
抑
制
、
経
費
全
般
の
節
減
合
理
化
と
予
算
の
適
正
な
執
行
、
補
助
金
・
負
担
金

な
ど
の
整
理
合
理
化
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
予
算
全
体
の
概
要
と
主
な
施
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

歳

入

財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
は
、
法
人

市
民
税
や
固
定
資
産
税
が
伸
び
て
お
り
、

市
税
総
額
は
前
年
度
と
比
べ
１
億
２
、

５
４
４
万
８
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
交
付
税
で
は
、
三
位
一

体
改
革
に
伴
う
算
定
方
式
の
見
直
し
な

ど
で
、
前
年
度
の
６
月
補
正
後
（
前
年

度
当
初
は
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
た
め
）

と
比
べ
率
で
５
・
６
％
、
額
で
３
億
７
、

２
６
２
万
４
千
円
と
昨
年
度
に
引
き
続

き
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
財
源
不
足
に
相
当
す
る
分
と

し
て
今
年
度
も
臨
時
財
政
対
策
債
の
９

億
４
、
２
４
０
万
円
を
財
源
に
組
み
入

れ
ま
し
た
。

歳

出

歳
出
総
額
は
前
年
度
の
６
月
補
正
後

に
比
べ
４
億
５
、
０
１
０
万
６
千
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
歳
入
状
況
の
中
で
、
歳
出
に

お
い
て
は
市
民
生
活
基
盤
に
か
か
わ
る

も
の
や
扶
助
費
な
ど
義
務
的
経
費
は
通

常
ベ
ー
ス
と
す
る
と
と
も
に
、中
高
一
貫

教
育
校
周
辺
整
備
事
業
や
国
体
関
連
事

業
、学
校
の
修
繕
、道
路
整
備
、少
子
高

齢
化
対
策
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
事
業

に
対
し
て
も
計
画
的
に
対
処
し
ま
し
た
。

伸 率
（％）
２．０
１．７
２．７

△ ０．４
０．１
４５２．８

△ １．１
△ １．６
△ ３．１
△ ３．７
１２．６
４６．１

△ ０．９
△ １１．４

３．０
８．８
０．０
３４．３

△ ３６．０
△ ６５．２
△ ４４．０
１２．４
３．０
０．６
６．３
９．２
１．９
２．３

１５年度予算額
（６月補正後）
２２，５２８，２４３
５，６０６，２２２
３，９９４，１０９
６６０，６８８
６，０１８，５０５
１２，４３６
２９，５７４
２１，９６２
１２，３０２
６７５，２６０
１，５９６，６８５
２９０，８６１
４７，６２９
４１，２８８

１９，００７，５２１
２，５２８
３１

１５，２７７
１，３７１
１，４０９
２，６６６
２３，２８２

１９，０３０，８０３
７，７２５，４８１
２，２２９，１００
５３，９５２

１０，００８，５３３
５１，５６７，５７９

１６年度当初
予 算 額
２２，９７８，３４９
５，７００，２４０
４，１０１，３８９
６５８，１１３
６，０２１，９５８
６８，７５１
２９，２６２
２１，６０２
１１，９１５
６５０，３０７
１，７９８，５８８
４２４，９３６
４７，１９８
３６，６０１

１９，５７０，８６０
２，７５０
３１

２０，５２２
８７８
４９１
１，４９２
２６，１６４

１９，５９７，０２４
７，７７４，９５６
２，３６８，９７１
５８，９００

１０，２０２，８２７
５２，７７８，２００

区 分

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険

保険事業勘定
サービス勘定

老 人 保 健
温 泉 開 発
奨 学 資 金
卸 売 市 場
土 地 取 得
都 市 計 画
下 水 道
農 業 集 落 排 水
公 営 駐 車 場
急 患 セ ン タ ー

小 計
上 川 沿
下 川 沿
片 山
川 口
餅 田
立 花
小 計

計
病 院
水 道
工 業 用 水 道

計
合 計

介 護
保 険

財

産

区

特

別

会

計

企

業
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当初予算の概要

単位：千円会計別予算総括表



一
般
会
計

主
に
市
税
を
も
と
に
、
市

が
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

た
め
の
会
計
で
す
。

特
別
会
計

特
定
の
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
歳
入
と
歳
出
を
一
般
会
計
と
区

別
し
て
経
理
す
る
場
合
に
、
法
律
や

条
例
に
よ
っ
て
設
置
す
る
会
計
。
本

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
な
ど
１３
の
特
別
会
計
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

企
業
会
計

地
方
公
営
企
業
の
会
計
で
、

独
立
採
算
が
原
則
。
収
益
と
費
用
の

発
生
を
記
帳
の
基
準
（
発
生
主
義
）

に
す
る
ほ
か
、
資
産
や
負
債
に
つ
い

て
は
、
経
費
と
分
離
し
て
整
理
し
、

そ
の
経
営
成
績
と
財
政
状
況
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
病

院
事
業
な
ど
３
つ
の
企
業
会
計
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

当
初
予
算

一
会
計
年
度
（
４
月
１
日

〜
翌
年
３
月
３１
日
）
を
通
じ
て
定
め

ら
れ
る
基
本
的
な
予
算
。

補
正
予
算

年
度
途
中
で
予
算
化
さ
れ

た
も
の
。

義
務
的
経
費

人
件
費
、
扶
助
費
、
公

債
費
な
ど
、
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
経
費
。

投
資
的
経
費

建
設
事
業
な
ど
社
会
資

本
と
し
て
将
来
に
残
る
も
の
で
、
道

路
、
学
校
な
ど
の
整
備
経
費
。

依
存
財
源

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
。

自
主
財
源

市
が
単
独
で
賄
う
こ
と
が

で
き
る
お
金
。

伸 率

（％）

△１．２

１９．６

８．８

△２．８

△２３．６

△５．３

△８．７

△２．１

△２．５

△３０．２

０．０

２９．７

△７．１

０．０

２．０

１５年度予算額

（６月補正後）

２７９，６５６

２，２６８，１９８

５，３１４，３１３

２，０８８，５９３

１１４，５５７

６９０，７４０

８５５，３０４

３，９５１，５４０

９２５，１９９

３，１６５，６４０

１

２，７２３，６９７

１２０，８０５

３０，０００

２２，５２８，２４３

１６年度当初

予 算 額

２７６，２２４

２，７１３，４１８

５，７８０，３０７

２，０２９，４２０

８７，５４８

６５３，９６８

７８１，１２９

３，８６９，６４１

９０２，０８５

２，２０９，４７８

１

３，５３２，９３９

１１２，１９１

３０，０００

２２，９７８，３４９

区 分

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

「「ひひとと、、自自然然、、
市市民民協協働働

財
政
用
語

単位：千円

一般会計予算総括表（歳出）

ひ
と
く
ち
解
説

一般会計当初予算性質別構成比
歳 入

歳 出

平成１６年度予算
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１０
億
７
、５
０
０
万
円

４
億
９
、９
０
０
万
円

１
９
６
億
１
、２
０
０
万
円

生
涯
に
わ
た
り
、

多
様
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る

教
育
文
化
都
市

○
学
校
教
育
、
高
等
教
育
機
関
の
充
実

・
小
、
中
学
校
改
修
工
事
、
修
繕

７
、
１
３
１
万
８
千
円

・
小
、
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
整
備

活
用
事
業

５
、
３
６
４
万
６
千
円

・
中
高
一
貫
教
育
校
周
辺
整
備
事
業

（
周
辺
道
路
・
自
由
通
路
）

４
億
６
、
０
５
８
万
４
千
円

○
生
涯
学
習
の
推
進

・
市
民
大
学
講
座
、
専
門
講
座
開
催
費

な
ど

１
１
０
万
７
千
円

・
公
民
館
の
事
業１

、
０
６
３
万
９
千
円

○
文
化
財
の
保
護
、
芸
術
・
文
化
の
振

興
・
遺
跡
分
布
調
査
事
業

１
２
０
万
１
千
円

・
市
民
文
化
会
館
管
理
運
営
・
自
主
事

業

８
、
８
５
３
万
円

○
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

振
興

・
第
６２
回
国
民
体
育
大
会
準
備
費
（
備

品
購
入
費
）

５
３
０
万
円

・
樹
海
ド
ー
ム
の
管
理
委
託
費

１
億
１
、
４
５
３
万
４
千
円

○
国
内
外
交
流
の
促
進

・
国
際
交
流
文
化
事
業

５４
万
６
千
円

・
国
際
交
流
事
業
参
加
者
助
成
金

１
０
０
万
円

農
林
業
の
経
営
基
盤
が
充
実
し
、

自
立
し
た
農
林
業
都
市

○
農
業
の
振
興

・
寺
の
沢
地
区
基
盤
整
備
促
進
事
業

１
、
５
２
７
万
１
千
円

・
十
二
所
北
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

２
億
５
、
２
８
９
万
２
千
円

・
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営

２
、
８
４
３
万
３
千
円

○
林
業
の
振
興

・
ふ
る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
事
業
（
花

矢
線
）

２
、
３
３
７
万
６
千
円

・
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事

業

１
、
６
０
０
万
４
千
円

・
集
成
材
加
工
施
設
導
入
支
援
補
助
金

１
、
８
７
９
万
２
千
円

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
よ
り
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

総
合
福
祉
都
市

○
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携

・
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
事
業

６
０
０
万
円

○
保
健
・
医
療
の
充
実

・
母
体
健
康
増
進
支
援
事
業

（
妊
婦
検
診
費
の
助
成
拡
大
な
ど
）

１
、
１
８
０
万
円

・
基
本
検
診
と
が
ん
検
診

１
億
３
０
９
万
２
千
円

・
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
の
運
営

３
、
６
６
０
万
１
千
円

・
市
立
総
合
病
院
の
医
療
機
器
整
備

２
億
１
、
４
０
０
万
円

・
市
立
総
合
病
院
増
改
築
事
業（
実
施
設
計
）

９
、
２
７
３
万
２
千
円

・
国
民
健
康
保
険
医
療
給
付
費

３９
億
５
、
２
２
５
万
９
千
円

民
生
費

８
７
、３
９
４
円

計 ３４７，４１５円

土
木
費

５
８
、５
０
６
円

公
債
費

５
３
、４
１
５
円

総
務
費

４
１
、０
２
５
円

教
育
費

３
３
、４
０
６
円

衛
生
費

３
０
、６
８
３
円

消
防
費

１
３
、６
３
９
円

商
工
費

１
１
、８
１
０
円

農
林
水
産
業
費

９
、８
８
７
円

そ
の
他

７
、６
５
０
円
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市
民
１
人
当
た
り
の

１６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
額

ひと、自然、産業が融和した市民協働のまち�おおだて�実現のための主な事業

※６６，１４１人（平成１６年３月１日現在の人口）で換算



７
億
６
０
０
万
円

６２
億
９
、２
０
０
万
円

２
億
９
、９
０
０
万
円

・
介
護
保
険
給
付
費

４０
億
１
、
２
２
８
万
６
千
円

・
老
人
医
療
費

５９
億
７
、
７
４
８
万
９
千
円

○
社
会
保
障
の
充
実

・
老
人
福
祉
総
合
エ
リ
ア
管
理
委
託
費

１
億
３
９
２
万
３
千
円

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
成
章
園
の
管
理
委

託
費

１
億
６
、
０
０
５
万
８
千
円

・
高
齢
者
バ
ス
補
助
券
交
付
事
業

１
５
０
万
円

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

３
、
１
３
４
万
２
千
円

・
介
護
予
防
生
活
支
援
事
業
な
ど

２
、
０
０
０
万
１
千
円

・
障
害
者
福
祉

８
億
２
、
５
６
９
万
９
千
円

・
保
育
所
、
児
童
館
の
運
営

７
億
３
、
３
６
８
万
９
千
円

・
生
活
保
護
扶
助

８
億
６
、
３
１
８
万
９
千
円

○
高
齢
者
社
会
の
充
実

・
敬
老
会
・
金
婚
式

１
、
８
５
２
万
１
千
円

○
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
の
充
実

・
児
童
扶
養
手
当
扶
助
費

２
億
４
、
５
９
６
万
４
千
円

・
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事
業
（
第
１

子
０
歳
児
と
第
３
子
以
降
の
保
育
料

免
除
な
ど
）
８
、
０
８
０
万
２
千
円

・
乳
幼
児
医
療
扶
助

１
億
１
、
８
９
５
万
９
千
円

新
し
い
産
業
を
核
と
し
、

雇
用
の
確
保
と
市
民
所
得
の
増
大
を
図
る

活
力
あ
る
産
業
都
市

○
産
業
の
振
興
・
助
成

・
中
小
企
業
融
資
の
あ
っ
せ
ん
等
保
証

料
補
給
金

１
、
８
０
０
万
円

○
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
・
商
業
の

振
興

・
商
店
街
空
き
店
舗
対
策
事
業

１
１
０
万
円

○
雇
用
、
就
労
の
促
進

・
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
金

１
億
円

・
金
融
対
策
の
預
託
金

４
億
３
、
０
０
０
万
円

○
観
光
、
物
産
の
振
興

・
湯
夢
湯
夢
の
里
管
理
委
託
費

５
、
９
３
２
万
９
千
円

・
物
産
の
振
興

７
４
４
万
９
千
円

環
境
に
配
慮
し
た
、

美
し
く
住
み
よ
い

環
境
都
市

○
市
街
地
整
備
の
促
進

・
公
営
駐
車
場
の
運
営

４
、
７
１
９
万
８
千
円

○
住
環
境
の
整
備

・
公
園
新
設
事
業
（
高
館
公
園
、
樹
海

公
園
）

１５
億
９
、
９
０
９
万
円

・
水
道
老
朽
管
の
更
新

２
億
９
、
５
１
５
万
円

・
公
共
下
水
道
の
整
備

５
億
８
、
９
５
１
万
３
千
円

○
道
路
・
河
川
・
情
報
通
信
の
整
備

・
道
路
の
舗
装
、
補
修
、
側
溝
の
修
繕

な
ど

９
、
５
０
０
万
円

・
有
浦
東
台
線
道
路
改
築
事
業

３
億
２
０
万
円

○
都
市
計
画
街
路
事
業

・
有
浦
東
台
線
街
路
築
造
事
業

２
億
２
、
３
３
６
万
４
千
円

○
交
通
網
体
系
の
整
備

・
大
館
能
代
空
港
の
利
活
用
促
進

２
２
５
万
１
千
円

・
二
井
田
真
中
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
補
助
金

１
、
３
１
２
万
５
千
円

○
地
球
環
境
の
保
全
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進

・
ご
み
の
収
集
な
ど

１
億
６
、
６
５
６
万
１
千
円

・
資
源
ご
み
回
収
、
ご
み
減
量
化
対
策

事
業

１
、
２
１
４
万
４
千
円

○
地
域
防
災
・
安
全
の
充
実

・
消
防
団
の
活
動５

、
２
５
４
万
７
千
円

・
交
通
安
全
対
策１

、
６
９
８
万
１
千
円

・
防
犯
対
策

２
、
７
１
６
万
６
千
円

そ
の
他

○
合
併
の
推
進

・
大
館
市
田
代
町
電
算
統
合
事
業

１
億
１
、
６
７
１
万
円

・
大
館
市
田
代
町
合
併
協
議
会
負
担
金

１
、
１
９
５
万
５
千
円

○
そ
の
他

・
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
経
費

３
、
３
３
４
万
９
千
円

・
広
報
誌
の
発
行

１
、
３
９
０
万
円

・
行
政
協
力
員
の
活
動

２
、
０
９
４
万
３
千
円

・
法
定
外
公
共
物
譲
与
事
業
（
緊
急
雇

用
対
策
事
業
）

１
、
６
８
８
万
円

平成１６年度予算
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大
館
市
功
労
者
表
彰
は
、社
会
福
祉
の
増
進
、教
育
・

文
化
の
発
展
、
産
業
の
振
興
、
保
健
衛
生
・
納
税
貯
蓄

の
向
上
な
ど
、
市
政
進
展
に
大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
個

人
や
団
体
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
す
。毎
年
４
月
１
日（
市

の
記
念
日
）
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
次
の
か

た
に
決
ま
り
ま
し
た
。

篤
農
家
で
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
。
昭

和
５６
年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
農
業
委
員
と
し
て
地
域
農

業
の
生
産
力
発
展
、
経
営
合
理
化
、
農
地
の
有
効
利
用

な
ど
に
尽
力
、
農
家
の
地
位
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
６２
年
か
ら
平
成
５
年
ま
で
は
農
業
委
員
会
会
長
と

し
て
会
を
統
括
、
円
滑
な
運
営
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
地
域
に
お
い
て
は
、
自
治
会
長
、
行
政
協
力

員
、
福
祉
員
な
ど
を
歴
任
、
住
民
福
祉
向
上
の
た
め
に

奔
走
さ
れ
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
限
り
な
い
信

望
を
集
め
て
い
ま
す
。

昭
和
４３
年
の
御
成
町
の
大
火
を
契
機
に
、
永
年
に
渡

り
地
域
の
美
化
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自

ら
の
活
動
を
地
域
に
広
め
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ

る
公
園
の
整
備
を
定
着
さ
せ
ま
し
た
。
清
掃
や
花
壇
整

備
の
ほ
か
、
樹
木
の
手
入
れ
、
廃
棄
物
の
分
別
処
理
、

除
雪
な
ど
、
親
身
限
り
な
い
活
動
に
よ
り
、
中
道
児
童

公
園
は
市
内
で
最
も
使
い
や
す
く
、
美
し
い
公
園
と
評

価
さ
れ
、
利
用
者
も
群
を
抜
い
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

３０
年
以
上
に
わ
た
る
地
道
な
活
動
は
、
比
類
な
く
、

か
つ
尊
い
も
の
で
す
。

昭
和
６２
年
か
ら
平
成
１５
年
ま
で
の
４
期
１６
年
、
大
館

市
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
温
厚
篤
実
で
誠
実

な
人
柄
か
ら
、
与
野
党
を
問
わ
ず
信
望
を
持
た
れ
、
１

期
目
か
ら
特
別
委
員
長
に
起
用
さ
れ
ま
し
た
。
２
期
目

に
は
常
任
委
員
長
、
３
期
目
の
平
成
９
年
か
ら
平
成
１１

年
ま
で
は
大
館
市
議
会
議
長
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
議
会
運
営
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
実
直

で
素
朴
な
語
り
口
と
卓
抜
し
た
識
見
に
よ
り
、
た
ぐ
い

ま
れ
な
統
率
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
大
館
能
代
空
港
、

秋
田
桂
城
短
期
大
学
な
ど
の
５
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

を
始
め
、
市
政
進
展
に
著
し
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
予
算
編
成
作
業
は
、
私
が
市
長
に
な
っ
て
か
ら
最
も
厳
し
い

も
の
で
あ
り
、
思
い
出
に
残
る
も
の
で
し
た
。

昨
年
末
、
国
の
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
と
合
わ
せ
て
、
８
億

円
も
の
歳
入
の
減
額
が
内
示
さ
れ
ま
し
た
。
予
想
を
大
き
く
上
回
る
減
額

で
し
た
の
で
、
非
常
に
大
変
で
し
た
。
新
年
度
予
算
は
、
最
終
的
に
は
、

昨
年
度
を
２
％
上
回
る
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
減

税
補
て
ん
債
の
借
り
換
え
を
含
ん
で
い
ま
す
の
で
、
実
質
は
マ
イ
ナ
ス
予

算
と
な
り
ま
す
。
や
む
を
得
ず
小
柄
沢
墓
園
拡
張
の
た
め
の
基
金
か
ら
借

り
入
れ
し
て
い
ま
す
が
、
幸
い
市
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
に
は
、

手
を
つ
け
ず
に
予
算
編
成
が
で
き
ま
し
た
。

苦
し
い
中
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
民
生
費
は
、
今

年
度
は
８
・
８
％
も
の
増
額
を
図
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
生
活
に
困
っ
て

い
る
か
た
に
、
き
ち
ん
と
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

一
方
、
東
バ
イ
パ
ス
の
橋
り
ょ
う
工
事
費
な
ど
を
見
込
み
、
将
来
へ
の
生

活
基
盤
、
産
業
基
盤
整
備
の
た
め
の
予
算
も
確
保
し
ま
し
た
。
ぎ
り
ぎ
り

の
と
こ
ろ
で
、
精
一
杯
の
予
算
編
成
を
し
た
つ
も
り
で
す
。

ほ
か
に
も
、
二
井
田
真
中
地
区
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ

ま
す
し
、
十
二
所
北
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど
、
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
が
一
層
便
利
に
な
る
も
の
か
ら
、
１７
年
春
の
開
校
を
目
指
す
中
高
一
貫

教
育
校
周
辺
道
路
の
整
備
や
、
自
由
通
路
の
整
備
事
業
費
、
秋
田
国
体
の

会
場
と
な
る
高
館
公
園
・
樹
海
公
園
の
整
備
、
合
併
を
控
え
て
い
る
田
代

町
と
の
電
算
統
合
事
業
な
ど
、
大
館
の
将
来
に
つ
な
が
る
も
の
も
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
行
財
政
改
革
を
進
め
て
経
費
を
節
減
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
な
お
一
層
頑
張
り
ま
す
。

暮
ら
し
の
向
上
に
努
め
ま
す

１６
年
度
予
算
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外
国
人
の
皆
さ
ん
の

生
活
相
談
を
受
け
ま
す

悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
、
質
問
な
ど

を
電
話
で
受
け
つ
け
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
電
話
番
号

�
０
９
０
―
３
６
６
４
―
５
１
９
４

（
外
国
人
サ
ポ
ー
タ
ー
高
橋
さ
ん
）

受
付
時
間

金
曜
日
の
１０
時
か
ら
１５
時
ま
で

相
談
料
・
無
料

日
本
語
を
指
導
し
ま
す

（
年
間
４０
回
程
度
）

日
常
生
活
に
役
立
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
の
実
践
的
な
日
本
語

指
導
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
か
た

外
国
出
身
の
か
た
で
、
大
館
市
に
１

年
以
上
住
ん
で
い
る
（
住
む
予
定
）

の
か
た

と

き
学
習
日
の
１０
時
〜
１２
時

４
月
の
学
習
日

１４
日（
水
）、
２１
日（
水
）、
２８
日（
水
）

と
こ
ろ

秋
田
県
北
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
字
大
町
５７
）

指
導
料

無
料
で
す
が
、
毎
月
資
料
代
な
ど
５

０
０
円
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
い
つ
か

ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
学
習

日
に
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
市
民
が
海
外
に
出
掛
け
て
外
国
人
と

の
交
流
や
研
修
を
行
う
場
合
に
、
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対

象
・
中
学
生
以
上
の
か
た

助
成
対
象
経
費

渡
航
費
用
、
宿
泊
料
、
受
講
料
な
ど

※
観
光
を
主
な
目
的
と
す
る
旅
行
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

助
成
額
・
助
成
対
象
経
費
の
３
分
の
１

限
度
額

１
人
の
場
合
は
１０
万
円

２
人
以
上
の
場
合
は
、（
１０
万
円
×
人
数
＋
１
０

０
万
円
）
を
８
で
割
っ
た
額

※
帰
国
後
、
結
果
報
告
書
、
助
成
金
を
使
用
し
た

領
収
書
の
写
し
、
交
流
や
研
修
の
写
真
、
簡
単

な
感
想
文
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
助
成
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
ご
ろ
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
や
、

み
ん
な
に
紹
介
し
た
い
こ
と
な
ど
を
取

材
し
て
、
広
報
誌
上
で
リ
ポ
ー
ト
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格

高
校
生
を
除
く
１８
歳
以
上
の
か
た

応
募
方
法

リ
ポ
ー
ト
し
た
い
事
柄
２
つ
と
そ
の

理
由
を
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明

記
し
お
送
り
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
の
市
民
リ
ポ
ー
タ
―
だ
よ
り

・「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
っ
て
何
？
」

庄
司
正
之
さ
ん
（
天
下
町
２
区
）

・「
長
寿
へ
の
願
い
を
込
め
て

住
宅
改
修
と
手
す
り
」

田
村
紀
代
子
さ
ん
（
有
浦
２
丁
目
）

・「
�
能
代
春
慶
、
桧
山
納
豆
�

大
館
曲
げ
わ
っ
ぱ
」

布
袋
屋
守
さ
ん
（
緑
ケ
丘
）

・「
地
場
産
農
産
品
を
学
校
給
食
へ
」

畠
山
市
子
さ
ん
（
曲
田
）

・「
大
館
に
洒
落
た
画
材
屋
さ
ん
発
見
」

佐
々
木
知
恵
美
さ
ん
（
中
神
明
町
）

・「
大
館
市
は
車
い
す
に
優
し
い
街
か
？
」

け
い
た
ん
ず
っ
さ
ん

（
秋
田
桂
城
短
期
大
学
）

締
め
切
り
・
４
月
１６
日（
金
）

応
募
先

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

「
広
報
大
館
」
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
係

申
問

総
務
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
２
５
８
）

市
で
は
、
活
力
と
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
自
主
的
に
事
業

を
計
画
実
行
す
る「
ま
ち
づ
く
り
団
体
」

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

・
地
域
活
性
化

・
環
境
、
教
育
、
産
業
、
福
祉
、
文
化

な
ど
の
向
上

・
地
域
連
携
、
地
域
住
民
の
生
活
向
上

昨
年
度
行
わ
れ
た
主
な
も
の

▼
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
少
年

サ
ッ
カ
ー
教
室

秋
田
犬
を
チ
ー
ム
・
マ
ス
コ
ッ
ト
に

し
て
い
る
Ｊ
リ
ー
グ
の
ジ
ェ
フ
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
市
原
の
選
手
と
コ
ー
チ
を

招
き
、
子
ど
も
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
の

指
導
を
し
ま
し
た

▼
あ
や
め
ま
つ
り

釈
迦
内
の
あ
や
め
園
で
の
花
し
ょ
う

ぶ
の
開
花
に
合
わ
せ
て
２０
日
間
開
催

し
ま
し
た
。

補
助
金
の
額

補
助
対
象
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内

締
め
切
り
・
４
月
３０
日（
金
）

申
問

企
画
振
興
課

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
２
６
８
）

国国
際際
交交
流流
研研
修修
助助
成成
制制
度度

申申
問問
企企
画画
振振
興興
課課
�
４４９９
――
３３
１１
１１
１１（（
内内
線線
２２
６６
８８
））

ま
ち
づ
く
り
を
応
援

海海
外外
でで
のの
交交
流流
やや
研研
修修
をを
助助
成成

ま
ち
づ
く
り
団
体
事
業
費
補
助
金

（（左左かからら４４番番目目がが釜釜谷谷ささんん））

「英語を勉強するのではなく
英語で勉強する」

ニュージーランドに留学している
釜谷理萌さん（根下戸）

広
報
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
募
集

外外
国国
籍籍
市市
民民
等等
交交
流流
ササ
ポポ
ーー
トト
事事
業業

問問
企企
画画
振振
興興
課課
��
４４９９
――

３３
１１
１１
１１（（
内内
線線
２２
６６
８８
））

在在
住住
外外
国国
人人
をを
支支
援援
しし
まま
すす

広報大館２００４．４．１�



今
回
の
キ
ラ
ッ
ト
さ
ん
は
、
３
月
２７
、

２８
日
に
栃
木
県
宇
都
宮
市
で
行
わ
れ
た

第
１
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球
大
会

に
出
場
し
た
石
代
卓
也
さ
ん
で
す
。
全

県
か
ら
小
学
生
男
子
１０
人
（
う
ち
６
年

生
４
人
）
が
選
抜
さ
れ
、
大
会
開
催
時

に
６
年
生
だ
っ
た
石
代
さ
ん
は
大
館
市

か
ら
た
だ
１
人
の
出
場
者
で
し
た
。

石
代
さ
ん
は
大
館
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
所
属
し
て
い
て
、
週
５
日
の
練
習

を
積
ん
で
い
ま
す
。
取
材
を
し
た
当
日

の
練
習
は
、
夜
７
時
か
ら
９
時
ま
で

び
っ
し
り
。
練
習
は
「
つ
ら
い
と
か
大

変
と
か
」
思
う
そ
う
で
す
が
「
で
も

や
っ
ぱ
り
楽
し
い
」
と
言
い
ま
す
。

卓
球
を
始
め
た
の
は
、
４
歳
年
上
の

お
兄
さ
ん
の
影
響
だ
っ
た
の
で
す
が
、

実
は
石
代
さ
ん
の
お
父
さ
ん
も
中
学
、

高
校
と
卓
球
の
選
手
で
し
た
。
そ
ん
な

お
父
さ
ん
は
、
石
代
さ
ん
に
と
っ
て

コ
ー
チ
の
よ
う
な
頼
れ
る
存
在
で
す
。

お
父
さ
ん
は
、
選
手
と
し
て
の
石
代

さ
ん
を
「
練
習
が
休
み
の
日
も
休
む
の

を
嫌
が
る
子
で
す
。
い
つ
で
も
卓
球
を

し
た
が
り
、
家
で
も
卓
球
の
テ
レ
ビ
や

本
を
見
て
い
る
ほ
ど
、
練
習
熱
心
、
勉

強
熱
心
」
と
話
し
ま
す
。

石
代
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
も
、
県
予
選

を
勝
ち
抜
い
て
全
国
大
会
へ
何
度
も
出

場
し
て
い
ま
す
。
「
北
海
道
帯
広
市
や

兵
庫
県
神
戸
市
な
ど
に
行
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
所
に
行
け
る
の
で
、
卓
球

を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い

ま
す
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
ま
す
。

こ
ち
ら
の
質
問
に
、
終
始
、
照
れ
く

さ
そ
う
に
応
じ
て
く
れ
た
石
代
さ
ん
で

す
が
「
夢
は
平
成
１９
年
の
秋
田
わ
か
杉

国
体
に
出
る
こ
と
」
と
き
っ
ぱ
り
。
そ

ん
な
石
代
さ
ん
が
頼
も
し
く
見
え
ま
し

た
。
わ
か
杉
国
体
が
楽
し
み
で
す
。

開 館 時 間・９時３０分～１７時１５分

４ 月 の 休 館 日・１１日、２２日、２９日

４月のテーマ図書・『野菜・園芸特集』

よ み き か せ 会・２３日（金）１０時３０分

司書のおすすめ 『イラク便り』

イラクで銃弾に倒れた奥大使が、
赴任中にＨＰへつづった「イラク
便り」が出版されました。
イラク復興に対する誠実な姿勢

きょうじん

と毎日「便り」を書き送る強靭な
意志に、イラク国民に対する奥大
使の思いやりがあふれています。

著 者
田原総一朗 編
トラウデル・ユンゲ
神 田 昌 典
伊 澤 次 男
和 田 行 男
柳 澤 桂 子
勝 見 充 男
向 井 亜 紀
東 野 圭 吾
北 方 謙 三
森 村 誠 一
高 田 侑
大 西 巨 人
熊 谷 達 也
藤 田 宜 永
林 真 理 子
島 本 理 生
阿 川 佐 和 子
檀 ふ み
田 辺 聖 子
たかどのほうこ
ジズー・コーダー
う さ ぎ 出 版
よねやまかずと
宮 西 達 也
ハナ・ドスコチロヴァー

図 書 名
愛国心国益とはなにか
私はヒトラーの秘書だった
成功者の告白
早すぎた老い支度
大逆転の痴呆ケア
母なる大地
骨董屋の非賣品
会いたかった
幻夜
楊家将 上、下
結婚の条件
裂けた瞳
深淵
邂逅の森
密事
ミルキー
生まれる森
オドオドの頃を過ぎても
父の縁側、私の書斎
残花亭日暦
白いのはらのこどもたち
ライオンボーイ
ディズニープリンセスニューストーリー�．�
ブッタと小さなパンダ
おれはティラノサウルスだ
もぐらくんとゆきだるまくん

新

着

一

般

書

新
着
児
童
書

�

石 代 卓 也さん（片山５区）

１９年秋田わか杉国体を目指して

広報大館 ２００４．４．１
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■大館・比内・田代広域圏市民将棋大会
と き・４月１８日 ９時受付開始

（小・中学生は１３時受付開始）
ところ・中央公民館
参加費・１，０００円（小・中学生は無料）
申問 日本将棋連盟大館支部 �４２－６８６２

■大館市民劇場公演キャスト、スタッフ
公演日・１０月２３日（土）大館市民文化会館

１０月３０日（土）小坂町康楽館
申問 保坂さん �０９０－９６３６－３９４１

■健康太極拳「長江」会員
と き・�毎週火曜日１９：００～２０：３０

�毎週金曜日１９：００～２０：３０
ところ・�勤労青少年ホーム

�中央公民館
会 費・３，０００円
申問 仲澤さん �４２－４１６８

■健康太極拳「同心の会」会員
と き・�毎週水曜日１３：００～１５：００

�毎週金曜日１９：００～２１：００
ところ・女性センター
会 費・３，０００円
申問 長谷部さん �４２－７１１０

■フォークダンスサークル「ヤクシー大館」会員
と き・毎週金曜日１３：３０～１５：３０
ところ・勤労青少年ホーム
会 費・５００円
申問 鬼川さん �４３－５８１６

■武術太極拳江春「大館」会員
と き・毎週木曜日１３：００～１５：００
ところ・中央公民館
会 費・２，０００円
申問 伊藤さん �４２－７３８８

■文章サークル「いずみ」会員
と き・毎月第３土曜日１３：３０～１５：３０
ところ・中央公民館
会 費・１，０００円
申問 仲谷さん �４２－６１４３

け
ん

佐

藤

健
く
ん

大館市身体障害者福祉センターの
デイサービスをご利用ください
大館市身体障害者福祉センターでは身体に障害があ

るかたを対象としたデイサービス（創作的活動教室）を
行っています。
・いきいき３Ｂ体操（第１・３月曜日）
・美術（第１・３火曜日）
・粘土（第２・４火曜日）

とう

・籐工芸（第１・３水曜日）
・ちぎり絵（第２・４木曜日）
・ワープロ（第１・３金曜日）
※時間はどれも１３：００～１６：００です。
※利用するかたの世帯の課税状況によっては利用料が
かかります。詳しくはお問い合わせください。

※見学したいかた、参加したいかたは事前にお申し込
みください。

申問 福祉課（内線４１０）

（
有
浦
１
丁
目
・
１
歳
６
カ
月
）

納
豆
が
大
好
き
。
末
っ
子
で
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
姉

ち
ゃ
ん
の
真
似
を
た
く
さ
ん
す
る
ん
で
す
。

ふ
う

こ

高

橋

楓

子
ち
ゃ
ん

（
四
羽
出
・
１
歳
７
カ
月
）

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
。
観
察
好
き
で
お
家
で
飼
っ

て
る
牛
さ
ん
を
じ
ー
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
す
。
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対
象
者
・
４０
歳
以
上
の
か
た

申
し
込
み
開
始
日

４
月
８
日（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
、
市
へ
の
納

付
金
（
男
・
３
、
６
０
０
円
、
女
・

５
、
４
０
０
円
）、
印
鑑
、
国
民
健
康

保
険
証
（
加
入
者
の
み
）
を
持
参
し

て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問

保
健
セ
ン
タ
ー
�
４２
―
９
０
５
５

こ
れ
ま
で
、
予
防
接
種
の
際
に
は
、

誕
生
日
当
日
に
加
齢
す
る
計
算
方
法
で

年
齢
を
数
え
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１

日
か
ら
は
、
誕
生
日
前
日
で
加
齢
す
る

計
算
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。

例
１
�
「
生
後
３
か
月
以
上
」

３
か
月
目
の
誕
生
日
前
日
か
ら
対
象

例
２
�
「
生
後
１２
か
月
以
上
」

１
歳
の
誕
生
日
前
日
か
ら
対
象
（
誕

生
日
前
日
で
１
歳
で
す
）

例
３
�
「
生
後
９０
か
月
未
満
」

７
歳
６
か
月
目
の
誕
生
日
前
々
日
ま

で
が
対
象

問

保
健
セ
ン
タ
ー
�
４２
―
９
０
５
５

暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

次
の
医
療
機
関
で
脳
ド
ッ
ク
検
診
を

受
診
さ
れ
る
か
た
へ
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
４０

歳
以
上
の
か
た
（
国
民
健
康
保
険
税

の
完
納
者
に
限
り
ま
す
）

定

員
大
館
市
立
総
合
病
院

５０
人

石
田
脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
５０
人

秋
田
労
災
病
院

２０
人

申
し
込
み
方
法

必
ず
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
同
一
世
帯
で
あ
れ
ば
、
は

が
き
１
枚
に
何
人
で
も
記
入
で
き
ま

す
。
往
信
用
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
検
診
を
希
望
す

る
医
療
機
関
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
返
信
用
に
は
、
代
表
者
の
か
た

の
宛
先
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
先

〒
０
１
７
│
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

大
館
市
役
所
保
険
課

「
脳
ド
ッ
ク
検
診
」
係

締
め
切
り

４
月
３０
日（
金
）
必
着

検
診
実
施
期
間

５
月
１４
日（
金
）〜
１２
月
２４
日（
金
）

助
成
金
額

２
０
、
０
０
０
円

※
申
し
込
み
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

の
う
え
決
定
し
、
は
が
き
の
代
表
者

の
か
た
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

※
過
去
２
カ
年
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助

成
を
受
け
て
い
な
い
か
た
を
優
先
し

ま
す
。

※
助
成
が
決
定
し
た
後
、
助
成
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
助
成
申
請
後
、

医
療
機
関
で
受
診
日
を
決
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
石
田
脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
定

員
は
５０
人
で
す
が
、
Ａ
コ
ー
ス
、
Ｂ

コ
ー
ス
の
選
択
は
自
由
で
す
。

問

保
険
課
（
内
線
２
４
２
）

保
健
師
が
、
個
別
に
健
康
へ
の
悩
み

や
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
血
圧
測
定

も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

持
ち
物
・
健
康
手
帳

※
お
持
ち
で
な
い
か
た
に
は
差
し
上
げ

ま
す
。

※
費
用
は
無
料
で
す
。

問

保
健
セ
ン
タ
ー
�
４２
―
９
０
５
５

市市
役役
所所

�
４４９９
││
３３
１１
１１
１１

会 場

釈迦内公民館

保健センター

矢立公民館

下川沿公民館

日 に ち

８日（木）

１２日（月）

１５日（木）

２０日（火）

自己負担金
（検診料金）

２，０５０円

２５，０００円

１５，０００円

１９，９００円

主 な 検 査 項 目

診察、身体計測、血圧測定、MRI、MRA

頭部MRI・MRA、頚部MRA、Ｘ線撮影（頭部３・
頸椎４方向）、血液検査、尿検査、心電図

頭部MRI・MRA、頚部MRA、Ｘ線撮影（頭部３・
頸椎２方向）

診察、身体計測、MRI、MRA、頭部単純撮影
各検査（高次脳機能、循環器系、代謝系、血液学
系、腎機能、脳波）

Ａ
コース

Ｂ
コース

健診実施
医療機関

大館市立
総合病院

石 田
脳神経外科
クリニック

秋 田
労災病院

自己負担金（昨年度のもの）
社保加入者
２６，３００円
２８，１００円
２７，６００円
３１，８００円
１８，９５０円
１７，７４５円
２５，７７５円
２６，５２３円
５１，５００円
５４，４９５円

国保加入者
１１，９００円
１３，７００円
１２，８００円
１７，０００円
７，３５０円
６，１４５円
１１，５７５円
１２，３２３円
２１，５００円
２０，５９５円

性別

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

定 員

３０人

１１５人

２０人

３０人

３０人

指 定 健 診 機 関

秋 田 労 災 病 院

秋 田 県
総合保健センター

北 秋 中 央 病 院

日 帰 り

１泊２日

大館市立

総合病院
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総合健診
（人間ドック）

脳ドック

※１６年度自己負担金は、保健センターへお問い合わせください。
※自己負担金は、市への納付金と健診機関での負担金を合わせています。

年
に
１
度
は
人
間
ド
ッ
ク

あ
な
た
の
脳
は
健
康
で
す
か

予
防
接
種
時
の
年
・
月
齢
の

計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す

保健センターの

お近くの会場へ

４月の健康相談

※時間は、１０時～１１時３０分です。

康
談

健
相



高
齢
者
の
か
た
と
同
居
し
て
い
る
親

族
に
、
部
屋
を
増
改
築
す
る
た
め
の
、

住
宅
整
備
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
か
た

６０
歳
以
上
の
か
た
と
同
居
す
る
親
族

で
、
そ
の
か
た
の
所
有
す
る
住
宅
で

高
齢
者
の
専
用
居
室
な
ど
を
増
改
築

す
る
か
た

貸
し
付
け
限
度
額
・
１
５
０
万
円

利

率
財
政
融
資
資
金
等
の
貸
出
利
率
と
同
率

返
済
期
間

１０
年
以
内
（
う
ち
据
え
置
き
期
間
２

年
以
内
を
含
む
）

返
済
額

半
年
ご
と
に
元
金
と
利
子
を
含
め
た

一
定
額

※
連
帯
保
証
人
が
２
人
必
要
で
す
。

高
齢
者
の
日
常
生
活
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
か
た

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た
で
、

�
お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
１
人
暮
ら

し
の
か
た
で
援
助
が
必
要
な
か
た

�
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
援
助
が
必

要
な
か
た

援
助
で
き
る
作
業

草
取
り
、
通
院
介
助
、
除
雪
、
給
油

な
ど

利
用
料

給
油
は
１
回
５０
円
、
除
雪
は
３０
分
５０

円
、
そ
の
他
は
１
時
間
８０
円

対
象
と
な
る
か
た

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
６５
歳
以
上
の

か
た
で
、
定
期
的
な
通
院
な
ど
の
た

め
、
片
道
４
０
０
円
以
上
の
運
賃
で

バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
か
た

※
１
人
で
バ
ス
を
利
用
で
き
な
い
か
た
、

移
送
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
の
交
付
を
受

け
て
い
る
か
た
や
、
障
害
者
移
送
費

の
給
付
を
受
け
て
い
る
か
た
を
除
き

ま
す
。

交
付
額

バ
ス
回
数
券
５
、
０
０
０
円
分

申
し
込
み
方
法

市
民
税
非
課
税
世
帯
だ
と
分
か
る
も

の（
介
護
保
険
料
納
付
通
知
書
な
ど
）

と
診
察
券
を
添
え
て
、
長
寿
支
援
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
は
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
か

た
に
、
介
護
用
品
購
入
の
た
め
の
費
用

を
補
助
（
月
額
５
、
０
０
０
円
分
）
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
か
た

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た
で
、
要

介
護
認
定
で
「
要
介
護
４
」
ま
た
は

「
要
介
護
５
」
と
認
定
さ
れ
た
６５
歳

以
上
の
か
た
と
同
居
し
、
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
か
た

※
昨
年
度
ま
で
は
所
得
税
非
課
税
世
帯

の
か
た
が
対
象
で
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
か

た
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
昨
年
度
に
交
付
を
受
け
た
か
た
で
も
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

高
齢
者
の
在
宅
介
護
へ
の
あ
ら
ゆ
る

相
談
を
受
け
つ
け
、
ま
た
、
公
的
サ
ー

ビ
ス
の
申
請
手
続
き
を
家
族
に
代
わ
っ

て
行
う
申
請
代
行
も
し
て
い
ま
す
。

・
水
交
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

大
館
市
下
代
野
字
中
道
南
３６
―
９

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
水
交
苑
併
設
）

�
４８
―
６
８
０
０

・
神
山
荘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

大
館
市
花
岡
町
字
神
山
６
―
２

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
神
山
荘
内
）

�
４６
―
２
２
１
０

・
大
館
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か

つ
ら

大
館
市
字
三
の
丸
１
０
３
―
４

（
大
館
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

�
４９
―
２
５
８
８

・
大
館
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
大
滝

大
館
市
十
二
所
字
大
水
口
４
―
５

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
く
し
苑

併
設
）

�
４７
―
７
２
２
２

・
光
智
会
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

大
館
市
片
山
町
３
丁
目
１４
―
１４

（
大
館
介
護
セ
ン
タ
ー
内
）

�
４９
―
３
２
４
４

・
大
館
市
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

大
館
市
字
三
の
丸
１
０
３
―
４

（
福
祉
事
務
所
内
）

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
４
０
６
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日（
火
）〜
１５
日（
木
）

「
急
が
ず
に

マ
ナ
ー
と
ゆ
と
り
で

交
通
安
全
」

自
転
車
を
安
全
に
利
用

・
自
転
車
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
無
理
な
横
断
、

無
灯
火
、
グ
ル
ー
プ
走
行
な
ど
は
非

常
に
危
険
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
を

・
運
転
席
・
助
手
席
は
必
ず
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
締
め
て
く
だ
さ
い
。
後
部
座

席
も
で
き
る
だ
け
締
め
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
の
体
格
に
合
っ
た
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
、
正
し
く
取

り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

飲
酒
運
転
の
徹
底
追
放

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

・
車
を
運
転
す
る
来
客
に
は
酒
を
勧
め

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

春
の
火
災
予
防
運
動

４
月
４
日（
日
）〜
１０
日（
土
）

「
そ
の
油
断

火
か
ら
炎
へ

災
い
へ
」

火
の
用
心
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い

・
寝
た
ば
こ
を
し
な
い

・
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
に
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い

・
子
ど
も
に
は
火
遊
び
を
さ
せ
な
い

・
プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
を
た
め
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
物
を
近

づ
け
な
い

申
問

長
寿
支
援
課

（
内
線
４
０
６
）

高
齢
者
の
生
活
・
介
護
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

住
宅
整
備
へ
の
貸
し
付
け

高
齢
者
住
宅
整
備
資
金

介
護
用
品
購
入
を
補
助

家
族
介
護
用
品
支
給
券

日
常
生
活
の
お
手
伝
い

軽
度
生
活
援
助
事
業

在
宅
介
護
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す

バ
ス
代
を
補
助
し
ま
す

高
齢
者
バ
ス
券
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と

き
・
４
月
１０
日（
土
）〜
１８
日（
日
）

※
各
町
内
会
で
日
時
を
決
め
て
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

実
施
内
容

�１
町
内
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

ご
み
は
分
別
し
て
、
指
定
袋
に
入
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
日
に
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�２
側
溝
の
泥
上
げ

必
ず
土
の
う
袋
に
入
れ
て
水
切
り
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
、
泥
は
土
の
う
袋
で
水
切
り

し
た
も
の
の
み
収
集
し
ま
す
。
箱
類

（
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
、
木
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
）、紙
袋
は
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
土
の
う
袋
は
、
市
で
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

※
泥
を
入
れ
た
土
の
う
袋
は
、
町
内
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１
、
２
カ
所
に

ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。
後
日
収
集
し

ま
す
の
で
、
回
収
場
所
を
事
前
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

�３
薬
剤
散
布

薄
め
た
薬
剤
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

噴
霧
器
な
ど
で
、
側
溝
に
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

土
の
う
袋
と
薬
剤
の
配
布（
無
料
）

市
で
は
、
土
の
う
袋
と
薬
剤
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
町
内
は
、

町
内
単
位
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

薬
剤
を
ご
希
望
の
町
内
は
、
噴
霧
器
や

ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
、
薬
剤
を
入
れ
る
容

器
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

と

き
・
４
月
８
日（
木
）、９
日（
金
）、

１５
日（
木
）、１６
日（
金
）

１０
時
〜
１４
時

と
こ
ろ
・
市
民
体
育
館
正
面
玄
関
前

暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

４
月
１
日
か
ら
、
家
庭
か
ら
の
粗
大

ご
み
の
収
集
が
有
料
と
な
り
ま
し
た
。

粗
大
ご
み
は
証
紙
を
張
っ
て
排
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
証
紙
は
、

市
役
所
生
活
環
境
課
、
各
出
張
所
及
び

次
の
登
録
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

大
館
地
区

秋
田
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
清
水
町
）、

阿
部
商
店（
東
台
）、石
黒
自
然
堂（
大

町
）、
伊
藤
商
店
（
神
明
町
）、
い
と

く
大
館
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

い
と
く
長
倉
町
店
、
い
と
く
東
台
店
、

稲
垣
商
店（
大
正
町
）、岩
長
商
店（
独

鈷
町
）、
大
館
ア
イ
ス
（
東
台
）、
小

畑
電
化
ス
ト
ア
ー
（
旭
ケ
丘
）、金
澤

家
具
店
（
大
町
）、工
藤
米
穀
店
（
御

成
町
４
丁
目
）、
光
洋
舎
（
中
道
）、

酒
の
ト
ガ
（
た
つ
み
町
）、サ
ン
ク
ス

大
館
樹
海
ド
ー
ム
前
店
（
有
浦
町
）、

武
内
金
物
店
（
仲
見
世
）、東
京
た
ま

や
（
部
垂
町
）、
西
久
商
店
（
大
町
）、

乳
井
石
油
商
会
キ
ャ
ン
パ
ス
南
ケ
丘

（
南
ケ
丘
）、
リ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
か
な

ざ
わ
（
御
成
町
３
丁
目
）、ロ
ー
ソ
ン

大
館
有
浦
店
（
有
浦
３
丁
目
）、ロ
ー

ソ
ン
大
館
桂
城
店
（
長
倉
町
）

釈
迦
内
地
区

乳
井
石
油
商
会
大
館
北
給
油
所
（
日

景
町
）、
日
景
商
店
（
中
通
）、
ロ
ー

ソ
ン
大
館
釈
迦
内
店
（
中
通
）

長
木
地
区

ア
イ
ザ
ッ
ク
大
館
園
店
（
塞
ノ
神
）、

畠
山
商
店
（
大
茂
内
）、
よ
つ
や
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
大
茂
内
店
（
鳳
町
）

上
川
沿
地
区

伊
藤
商
店
（
舟
場
）、乳
井
石
油
商
会

大
館
東
給
油
所
（
池
内
）、乳
井
石
油

商
会
大
館
南
給
油
所
（
舟
場
）、乳
井

石
油
商
会
ス
ー
パ
ー
セ
ル
フ
大
館
給

油
所
（
羽
立
）、乳
井
石
油
商
会
２４
セ

ル
フ
比
内
（
中
山
）、ロ
ー
ソ
ン
大
館

小
館
花
店
（
萩
野
台
）

十
二
所
地
区

サ
ン
ク
ス
大
館
曲
田
店
、
鶴
見
屋
商

店
（
大
滝
）、ロ
ー
ソ
ン
大
館
曲
田
店

下
川
沿
地
区

ア
イ
ザ
ッ
ク
（
片
山
町
３
丁
目
）、ア

イ
ザ
ッ
ク
大
館
介
護
セ
ン
タ
ー
店

（
片
山
町
）、
ア
イ
ザ
ッ
ク
西
大
館
病

院
店
（
横
岩
）、
い
と
く
片
山
店
、
小

林
商
店（
川
口
）、小
林
光
春
商
店（
川

口
）、ロ
ー
ソ
ン
大
館
片
山
店
（
片
山

町
３
丁
目
）、ロ
ー
ソ
ン
大
館
川
口
店

（
横
岩
）

二
井
田
地
区

虻
川
商
店（
高
村
）、
泉
酒
店（
高
村
）

花
岡
地
区

渡
辺
一
郎
商
店
食
品
部
（
本
郷
上
）

矢
立
地
区

渡
辺
一
郎
商
店
白
沢
給
油
所
（
白
沢

３
区
）

※
３
月
１９
日
現
在
の
登
録
店
で
す
。

※
登
録
店
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
生
活
環
境
課
（
内
線
２
０
６
）

市市
役役
所所

�
４４９９
││
３３
１１
１１
１１

�広広報報大大館館２２００００４４．．４４．．１１

粗
大
ご
み
の

証
紙
は
こ
ち
ら
で

春
の
大
掃
除

この証紙を、粗大ごみの見え
やすい所に張ってください。

み
ん
な
で
一
緒
に
ガ
ン
バ
ロ
ウ

粗
大
ご
み
証
紙
販
売
登
録
店
が
決
ま
り
ま
し
た

申
問
生
活
環
境
課
（
内
線
２
０
６
）

証紙は市役所、各出張所及
びこのステッカーが張って
あるお店でお買い求めくだ
さい。



市では、合併処理浄化槽を設置するかたに、その浄化
槽の大きさに応じて、費用の一部を補助します。
合併処理浄化槽を設置すると、公共下水道や農業集落
排水の対象とならないところでも、快適な生活をおくる
ことができます。トイレを水洗トイレにできるほか、家
庭からの生活雑排水もきれいにして放流するので、悪臭
や害虫の発生が少なくなり、川や海の汚染を防ぎます。
私たちに快適な生活をもたらし、自然環境にも優れて
いる合併処理浄化槽を設置しませんか。
対象区域
公共下水道事業認可区域及び農業集落排水事業の事業
採択地区・実施地区を除いた市内全域。

対象となる住宅
一般住宅または併用住宅（住宅部分の延べ床面積が全
体の２分の１以上の住宅に限る）。ただし、排水の放
流先を確保できる住宅に限ります。

補助件数と１基あたりの補助金額

締め切り・４月３０日（金）
※申し込み多数の場合は、公開抽選会を行います。

と こ ろ

大館広域消防署

根下戸新町 北鹿農業共済組合

マックスバリュ大館南店

柄沢 山王食品�株

大館市役所
〈成分献血〉

ニプロ�株大館工場

花岡鉱業�株

清水４丁目 �株伊徳本社

いとく大館ショッピングセンター

根下戸新町 日本通運�株大館支店

根下戸新町 あきた北農業協同組合

餅田１丁目 オートバックス大館中央

大館市立総合病院

と き

８：３０～９：３０

１０：００～１１：００

１２：３０～１４：００

１４：３０～１５：３０

９：００～１２：２０

１３：３０～１５：３０

８：００～１１：３０

１３：００～１５：００

９：００～１０：３０

１１：００～１２：００

１３：００～１６：３０

８：３０～９：３０

１０：３０～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１６：００

８日

（木）

１３日

（火）

１５日

（木）

２１日

（水）

２２日

（木）

会場・電話番号

市 役 所 年 金 相 談 室
（内線２６３）

中央公民館内少年相談センター
フリーダイヤル ０１２０－１１０６２４

中央公民館内教育研究所
�４３－２２０８

市 役 所 市 民 相 談 室
（内線２１４）

市 役 所 会 議 室
（内線３４８）

市 役 所 会 議 室
（次回は５／１９）（内線２４７）

総 合 福 祉 セ ン タ ー
�４２―８１０１

上 川 沿 公 民 館
総 合 福 祉 セ ン タ ー
総 合 福 祉 セ ン タ ー
長 木 公 民 館
二 井 田 公 民 館
十 二 所 公 民 館
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）

時 間

１０：００～１５：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

１０：００～１５：００

１０：００～１６：００

９：３０～１２：００
（予約制）

１３：３０～１５：００
（予約制）

１０：００～１３：００

９：００～１６：００

と き

毎週
月～木

毎週
月～金

毎週
月～金

１４日
（水）

２３日
（金）

７日
（水）

２２日
（木）
１５日（木）
１６日（金）
２１日（水）
２３日（金）
２６日（月）
３０日（金）
毎 週 月・
火・木・金

相談内容

年 金

非行、いじ
め、子育て

教 育

行 政

国 税

法 律

心配ごと

その他 補 助 金 額

３７５，０００円

４３８，０００円

５５５，０００円

件数

１０基

１０基

１基

種 別

５ 人 槽

６～７人槽

８～１０人槽

申問下水道課（内線３５６）

合合併併処処理理浄浄化化槽槽
設設置置費費用用のの一一部部をを補補助助ししまますす

スニーカーでもＯＫ
でもやっぱり長靴が
ベスト

軍手を忘れずに
汗ふきタオルも
持ってきてね

と き・４月１１日（日） 雨天決行
（秋田県ビューティフルサンデー）

６時１５分～７時１０分

ところ・長木川河川敷

大館
クリーンアップ大作戦

問（社）大館青年会議所 �４９―５１４０

市民の憩いの場をきれいに！

気軽にできるボランティア

帽子をかぶってね

ごみ袋は各自
持参してくだ
さい

お気軽に
ご相談ください

成分献血は予約制
大館保健所�５２－３９５２

※４月から年金の相談時間が１０：００～１５：００に変更と
なります。お間違いのないようにお願いします。

ごご協協力力ををおお願願いいししまますす

月

月

４４

４４

広報大館２００４．４．１

血

談

献

相

�



催

し

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

と

き
・
４
月
３
日（
土
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

と
こ
ろ
・
中
央
公
民
館

相
談
内
容

地
代
や
家
賃
、
土
地
や
建
物
な
ど

の
適
正
価
格
や
不
動
産
の
売
買
、

贈
与
に
関
す
る
こ
と

※
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課
（
内
線
３
５
５
）

募

集

住
宅
を
お
探
し
の
か
た
へ

市
営
住
宅
入
居
者

募
集
戸
数
と
家
賃
（
月
額
）

▽
餅
田
住
宅
・
１
戸
（
２
Ｄ
Ｋ
）

９
、２
０
０
円
〜
１
２
、８
０
０
円

敷

金
・
家
賃
の
３
カ
月
分

資

格
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
。
所
得
、

年
齢
な
ど
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
連
帯
保
証
人（
２
人
）が
必

要
で
す
。

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
・
４
月
２
日
〜
１３
日

入
居
時
期
・
５
月
下
旬

◎
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え
た

場
合
は
公
開
抽
選
し
ま
す
。

と

き
・
４
月
１６
日（
金
）
１０
時

と
こ
ろ
・
市
役
所
第
２
会
議
室

※
抽
選
は
本
人
ま
た
は
代
理
人
の
出

席
が
必
要
で
す
。

都
市
計
画
課（
内
線
３
１
０
）

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

満
２０
歳
以
上
の
健
康
な
か
た
で
、

河
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河

川
に
関
心
の
あ
る
か
た

活
動
内
容

・
米
代
川
に
関
す
る
情
報
提
供

・
河
川
の
異
常
を
発
見
し
た
場
合
の

通
報
な
ど

活
動
範
囲

米
代
川
（
河
口
か
ら
比
内
町
扇
田

ま
で
の
間
で
モ
ニ
タ
ー
の
自
宅
周

辺
）

募
集
人
数
・
１
人

任

期
・
７
月
１
日
か
ら
１
年
間

報

酬
・
月
額
４
、
５
０
０
円
程
度

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
よ
く

歩
く
米
代
川
の
範
囲
（
例
・
○
○

橋
か
ら
○
○
橋
の
右
岸
）
を
明
記

し
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
・
５
月
３１
日（
月
）

応
募
先

〒
０
１
６
―
０
８
０
２

能
代
市
鰄
渕
字
一
本
柳
９７
―
１

国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務

所
河
川
管
理
課

国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所

�
０
１
８
５
―
７０
―
１
２
４
６

そ

の

他

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

□
花
矢
図
書
館
休
館
し
ま
す

花
矢
図
書
館
は
、
施
設
老
朽
化
の

た
め
、
花
岡
小
学
校
図
書
室
へ
の
移

転
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

４
月
１
日
か
ら
８
月
３１
日（
予
定
）ま

で
休
館
し
ま
す
。

□
比
内
町
・
田
代
町
の
か
た
も
図
書

館
を
利
用
で
き
ま
す

４
月
１
日
か
ら
比
内
町
・
田
代
町

に
居
住
す
る
小
学
生
以
上
の
か
た
も

図
書
館
を
利
用
で
き
ま
す
。

中
央
図
書
館

�
４２
―
２
５
２
５

引
っ
越
し
の
５
日
前
ま
で
に

水
道
課
へ
ご
連
絡
を

４
月
は
、
転
入
や
転
出
な
ど
の
異

動
で
、
水
道
の
開
閉
栓
作
業
が
大
変

込
み
合
い
ま
す
。
引
っ
越
し
の
５
日

前
ま
で
に
、
水
道
課
に
異
動
の
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
と
、

料
金
が
そ
の
ま
ま
請
求
さ
れ
た
り
、

入
居
し
て
も
す
ぐ
に
水
が
使
え
な

か
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
転
居
時
は
、
蛇
口
と
凍
り
止
め
栓

を
閉
め
、
水
が
出
て
い
な
い
こ
と

を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
居
時
に
は
、
開
栓
作
業
で
い
き

な
り
水
が
出
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

蛇
口
と
凍
り
止
め
栓
を
閉
め
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

水
道
課（
内
線
２
９
５
、３
５
０
）

問

申
・
問

問

問問

問 観光物産課（内線２８３）

流水プールは４月２０日（火）から利用を再開します。
※湯夢湯夢の里温水プールは、機械点検・水交換のため休館します。
休館期間・４月１２日（月）～１９日（月）
※湯夢湯夢の湯は平常通り営業します。

申し込み先など
受け付けは４／１
から
女性センター
�４９－７０２８

受け付けは４／２
から
サンクレア大館
�４５－０５１５

受け付けは４／１
～８応募者多
数の場合は抽
選。職業訓練
センター
�４３－５８１７

定員

１５人
（先着順）

１８人
（先着順）

２０人

２０人

費用・持ち物な ど

持ち物は筆記用具、エプロン、ふ
きん。材料費（１回５００円）

５歳未満の犬を対象にしつけ訓練、
犬の習性や病気、飼いかたを学びます。
受講料（１２，６００円）、資料代（４００円）、
必要な人は首輪（２，０００円前後）
文字入力のできるかたが対象です。
筆記用具、受講料（３，０００円）、
テキスト代（２，０００円）
パソコン初心者が対象です。
筆記用具、受講料（３，０００円）、
テキスト代（４，１００円）

と き

４月２１日～６月２日毎週水曜日
９：３０～１２：３０

５月１日～９月１８日
毎月第１・３土曜日

１３：３０～１６：００

４月１４、１６、１９、２１、２３、２６日
１８：３０～２１：００

４月１９、２１、２３、２６、２８日、
５月１０、１２、１４、１７、１９、２１、２４、２６、２８日

１０：００～１５：００

ところ

女 性
センター

サンクレア
大 館

職業訓練
センター

教 室 ・ 講 座 名

パンフラワー教室
（私の春の花をつくろう）
（全６回）

愛犬訓練教室（全１０回）

ワード２００３

パソコン操作入門コース

�広報大館２００４．４．１

市 役 所
�４９－３１１１

「「おおーーいい、、ニニッッポポンン
私私のの・・好好ききなな・・秋秋田田県県」」

～～ゆゆっっくくりり ゆゆっったたりり よよっっててたたんんせせ～～
とと きき・・４４月月２２５５日日（（日日））
衛衛 生生 第第 ２２ 放放 送送 １１００：：００００～～１１９９：：００００
衛衛生生ハハイイビビジジョョンン １１３３：：００００～～１１５５：：００００
生生放放送送でで秋秋田田県県のの魅魅力力ををたたっっぷぷりりとと紹紹介介
ししまますす。。

お知らせ

おお待待たたせせししままししたた！！

湯湯夢夢湯湯夢夢のの里里流流水水ププーールルのの利利用用をを再再開開ししまますす



納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

市
税
の
納
付
も
う
一
度
ご
確
認
を

平
成
１５
年
度
分
の
市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
、
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

収
納
課（
内
線
２
２
５
、２
２
７
）

任
意
継
続
保
険
か
ら
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
予
定
の
か
た
へ

任
意
継
続
保
険
か
ら
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
か
た
は
、
市
民
課
で

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
で
き
る
日

健
康
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る

資
格
喪
失
予
定
日
以
降

届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
資
格
喪
失
予
定
日
が
記
載
さ
れ
て

い
る
任
意
継
続
保
険
証
（
保
険
証

を
返
還
済
み
、
ま
た
は
紛
失
し
た

か
た
は
、
別
に
資
格
喪
失
証
明
書

が
必
要
で
す
）

・
国
民
年
金
以
外
の
年
金
受
給
者
は

年
金
証
書
（
被
保
険
者
期
間
及
び

受
給
権
発
生
日
が
記
載
し
て
あ
る

年
金
証
書
）

・
家
族
に
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合

は
そ
の
保
険
証

・
届
け
出
す
る
か
た
の
印
鑑

・
老
人
保
健
受
給
者
、
高
齢
受
給
者
、

福
祉
医
療
受
給
者
は
そ
の
受
給
者

証
（
対
象
者
の
み
）

※
修
学
の
た
め
に
転
出
し
、
保
険
証

を
分
け
る
場
合
は
、
親
元
の
保
険

証
と
印
鑑
、
４
月
以
降
に
発
行
さ

れ
た
在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
。

市
民
課
（
内
線
２
２
９
）

ご
利
用
く
だ
さ
い
二
井
田

真
中
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

４
月
１
日
か
ら
二
井
田
真
中
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
さ
わ
や
か

み
な
み
号
」
が
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
バ
ス
は
二
井
田
真
中
地
区
の
路

線
バ
ス
と
南
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
統
合
し
、
同
地
区
と
東
大
館
駅
、

市
立
総
合
病
院
、
秋
北
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
結
ぶ
も
の
で
す
。

都
市
計
画
課
（
内
線
３
５
５
）

個
別
労
働
関
係
の

「
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
い
ま
す

秋
田
県
地
方
労
働
委
員
会
で
は
、

労
働
者
個
人
と
事
業
主
間
の
労
働
条

件
な
ど
が
原
因
の
紛
争
（
個
別
労
働

関
係
紛
争
）
の
迅
速
な
解
決
の
た
め
、

専
門
家
に
よ
る「
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

明
確
な
理
由
が
な
い
の
に
退
職
を

迫
ら
れ
て
い
る
、
事
前
説
明
な
し
に

賃
金
を
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
な

ど
、
労
働
関
係
の
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

に
対
処
し
ま
す
。

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秋
田
県
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局

�
０
１
８
―
８
６
０
―
３
２
８
４

市

民

の

善

意

▽
市
立
総
合
病
院
扱
い

東
光
企
業
グ
ル
ー
プ
６
社

代
表

虻
川
東
雄
さ
ん

４２
イ
ン
チ
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
一
式（
２
７
９
万
８
、０
０
０

円
相
当
）

▽
福
祉
事
務
所
扱
い

師
橋
崇
子
さ
ん（
東
京
都
杉
並
区
）１４
万
円

小
松
辰
宣
さ
ん（
芦
田
子
）
３
万
円

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
く
し
苑

扱
い

西
村
久
祐
さ
ん（
大
町
）

１０
万
円

加
賀
谷
均
さ
ん（
神
奈
川
県
平
塚
市
）
３
万
円

長
谷
川
ヨ
ネ
さ
ん（
鹿
角
市
花
輪
）

車
い
す
１
台

菅
原
光
さ
ん（
山
館
）

３
万
円

田
中
和
子
さ
ん（
象
ヶ
鼻
）車い

す
１
台

▽
社
会
福
祉
協
議
会
扱
い

吉
成
尚
親
さ
ん（
中
町
）

２０
万
円

渡
辺
常
雄
さ
ん（
長
根
山
）

衣
類
、オ
ム
ツ
、電
子
レ
ン
ジ
１
台

大
館
地
区
あ
き
ぎ
ん
会

１８
万
４
、
３
９
０
円

問

と き
４月２９日（木）みどりの日
７：００～７：３０
（６：４０までに集合）
ところ
桂城小学校グラウンド
※参加を希望する町内は４
月４日までに中央公民館
にお申し込みください。

長走風穴館と芝谷地湿原管理棟は、４月１日から
開館しますのでご利用ください。
□長走風穴館
開館日
４月１日（木）～１１月３０日（火）９：３０～１６：３０
休館日
毎週月曜日（祝日の場合は翌日休館、６～８月は無休）

入館料・無料
風穴館自然美術館への展示作品募集

風穴館では、館内を
自然美術館として市民
の作品を展示していま
す。展示は無料です。
ご希望のかたは博物館
までお問い合わせくだ
さい。

雪溶けとともに、冬の間
に捨てられた空き缶や買い
物袋が目立つようになりま
した。
誰もが気持ちよく利用で
きるよう、ごみは持ち帰り
ましょう。また、犬の散歩
をされるかたは、ふんの後
始末をお願いします。
もちろん、施設に落書き
をしたり、壊したりしては
いけません。絶対にやめて
ください。みんなの公園で
す。大切にしましょう。

申
・
問

問

問

長走風穴館・芝谷地管理棟開館します
問 郷土博物館 �４８―２１１９

公園を大切にしましょう
問 都市計画課（内線３１３）

大館市ラジオ体操会開始大会
申問 中央公民館 �４２―４３６９

ご利用ください

公園はみんなの憩いの場です

今年も始まります！

▲こんな落書きが見られます。
絶対にやめてください。

広報大館２００４．４．１�




